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C都 市 近 郊 林 業 に 関 す る 研 究(1)

研究 の意義 と都市化現象

村 瀬 房 之 助 。加 藤 退 介

昭和44年 度の林業白書はsr森 林 と国民生活」 とい う項 欝を設けて森林のもつ諸機能の う

ち、特 に保健休養機能に注自し、その効用の大なることを述べているが、それに対 して朝日、

毎 β.読 売の3大 新聞は社説で、それはr文 明桂会の本質にせまるもの」として賛局の意を表し

ているoこ のことは、今 までの林業、森林に対する主たる認識であつた"木 材生産に供せ られ

るものsか ら一歩前進したものと言つてよいoま だそれと並行 して外材が総需要量の約5窃 近

くまで達するという事実は、国内林業の将来が如何 なる方向へ進むであろうか、その推測を困

難ならしめているo

さて、このような近年の転変だだならぬ社会情勢をみるに、いずれの分野に冷いても都市化

現象が関連 して鉛りsし かもその重要性が大 きく論議されているoつ まり現代の政治的、経済

的、社会的な諸条件が都市化現象 を生起 し、激 しく促進 している訳であるo従 つて林業に訟い

ても都市化現象の影響を回避することはで養ないQ留 頭 に述べた林業白書 はそれを立証するも

のであろうo

そこで、とくに都市化現象のきび しく、新たなアプローチを受けるところの都市近郊林業、

森林に焦点 をあてて、その公益性 について考察を行ないたい◇そのだめに前提として、都市化

現象とは一体何か、その本質について若干の検討を行なうことにするo都 市化現 象 を考察

する場含、その発生源としての都市に注昌する必要があるoし たがつて、はじめ;τ都窃の成立、

発展左どを検討 し、順次、都市化現象に言及 してい くことにしたい○

飾 形成罐 熟 すなわち都市磯 念{cつ い嵐 次鉱 う納 容が考えら泌 。注(s)

① 都市の基盤卜丈人口の集中であるo

② 都電入口の集積は人難の定着性による。

③ 都市の特徴は生活機能の分化による。

④ 都市の機能は移動性によつて規定されるo

⑤ 都市は第5の 空間(盛 り場)に よつて作られる。

⑥ 都市には機能の集中性に よつて規定 されるo

⑦ 都市は生活機能の一日完結性に よつて基礎を作 られるo

③ 都布は空聞の可彫性 によつて規定される。



⑨ 都市は物理的象徴によつて知覚されるQ

⑩ 都市は定着意識の凝集性によつて形成される。

この①～⑩までの羅列的な事項だけでは、都市の概念が明 らかにならないので、要約すれば、

都市は何 よりも人口の集中によつて成立するもので、それ も特 に様々の種類の職業をもつ、種

種の階層のものが集中すること、これが都市形成の基礎的な要因 となるものであるoし かし、

その人口の集中が一定地域に定着 し、時間的継続性をもつこと、すなわち一時的でないことで

あるoそ の定着人口は生活機能を分化 して住居 と職場を異にすることを必要 とするo住 居 と職

場が異なるがゆえに交通現象が起り、そこに頻繁な移動が齢こなわれている。その ような都市

を農村から区別する最大の特徴は 「盛 り場的空間」があることで、それが、都市を繁栄させて

いる大きな条件である。一方、都市の機能に注目すると、都市には職場が集中し、そ こには中

枢管理機能が集結され、情報の交換 と意思の決定が海こなわれる。 また都市で住居と職場が分

離 していても距離的には限界があるので、生活機能の循環性は一日を単位 として完結 し、繰返

す ものである○

以上のように都市に人間が、また家庭、職場、盛 り場、中枢的管理機能が定着するのは、空

間を利用 し変形させること、すなわち構造物の建設によつて可能になる。 これが都市の可彫性

といわれる。そ して都市に人間が定着することによつて意識に類型ができた り、また空間的な

つながシは意識の同質性 を生んで、住民の共同体意識左どを生ぜ しめる。 この共同体意識の存

在は都市の発展の大 きな要因となるo最後に、 ロン ドンの・鯉 キンガム宮殿、パ リの凱旋門、の

ように第5の 空間を占めて都市を象徴する公共性の構造物が必要である。 これ ら都市の象徴は

物理的存在であるが、同時に住民の共同体意識の具象化でもある。以上、都市の特徴について

概観 したが、 これは2つ の条件に分けることができ、1つ は平面的、地域的、構造的空間の系

列に、もう1つ は立体的、社会的、機能的空間に属 し、15市 考察の2つ の方向となるQ

次に、都市形成の理論について述べる。注②その1つ として人問生態学理論がある。それは

都市同心円理論、都市扇状地帯理論、都市多核心地帯理論等の諸理論を発展させる基礎理論 と

なるものであるoつ まb、 生物社会の自然陶汰と協調の原理を人間社会に適用 し、その結果地

域的には同心円、扇状、多核心 といわれる拡大をみせることの理論である。 しかし、この人問

生態学理論は、人間の空問的、地域的分布の動的な過程をとらえているが、次の3つ の限界が

あるといわれる。注(3)①都市の生態を動いている実態として取扱つているけれども、そこから

左ん らかの法則性 を見出そ うとしているにすぎないoつ まb、 人間をこの ような生態に動かし

めている原因の理論的究明になん らかかわりあつていないのであるoや はり、都市の生態をそ

うならしめている経済的.政 治的、文化的な要因をとらえることによつて実態に接近 しなけれ



ぱ、都市の社会構造 と社会過程が理解できたとはいえない。②人間生態学は、環境内にひしめ く

人間を生物学的見地でとらえている。 ここか らは、社会に主体的に働 きかける人間の姿はでてこ

ないo齢 しなべて現存 の人間1τ関心をもつ こと、空間的形式 よりは社会関係に、物資 よりは精神

文化に、地域 よりは集団に、狭い意味のテクノロジー よりは社会的環境適応の技術に、研究の焦

点が於かれねばならない。③人間生態学は対象とする社会を一定の地域範囲にせばめてしまつて

きた。都市に溢ける住居 と職場の分離の過程は、ただ既存の都市の範囲にとどまらな くなつてい

るし、村落地域を含む広い視野に目をむけるとともに、都市化(urbanization)を 広 く考察し

なければならないo周 辺部落が大都市の文化や価値体系を吸収 して地域社会の本来の個性 を失つ

てい く側面も、都市化のひ とつの焦点とな らなければならないo

結局、 この5つ の人問生態学理論の限界は、都市の特徴として先にあげた①～⑩の内容を全て

考察の対象としていないことの表 われであろ う○ しかも以上の5つ の限界のなかに都市化現象考

察の必要性が論 じられているoし たがつて、都市化現象はその影響を大きく受ける分野のみなら

ず、一,'iS市考察の重要な視点 となることが理解できるo

都布化の理論 としてはアメリカで発展 した都鄙二分法、都鄙達続凌の詰理論があるが、これは

さて鎚 、わが国での都靴 現撚 、とくに次のようなこと蝦 底にあるといわれる。酬

① 太平洋戦争中における 都市人口の農村への疎開o

② 主食の配給制度。'

③ 農地改草○

④ 財産相続の均分制。

⑤ マスコミの発達o

① ～⑤ までの事項 は何 を意味 するか。それは① と② と⑤が都市と農村の平等感を増大させ、

③ と④は農民を解放 し都市へ流入させる原因となつていノ、。 これ らは都市化の間接的な要因 とい

われるが、直接的な要因として次のようなものがろげ られる。注(1)

① 首都圏、近畿圏の整備計画o

② 新産業都市計画○

③ モータリゼーションの発達。

④ 教育文化施設の都市集中。

⑤ 生活構造の変化。

この①～⑤から考慮されることは、都市の発展が工業化と大 きく関連 していることである。つ

まり工業は都市に勢いて発展するものであるから、そのために都市の拡大が生起され、多 くの人

口が吸収される。 したがつて都市のみならず社会全体に語いて、必然的に生活構造の変化が生起



されることになる○ しかし、これでは都市化の意味が抽象的であるので、 もつと具体的に都市化

を測定する指標 となるもの、あるいは都布化の内容を表わすものとして、次の ようなことがいえ

る。注a)①職場への通勤人口が多いほ ど、② レクリエーシ割ン人口の多いほ ど、③平 常の人ロよ

big、 随時の移動人口O多 いほ ど、都市化が進んでいるといわれるo① ～③は都市 の移動性

を表わ しているもので、都市と農村の区別は移動性の多少によつて明確に規定 されるからである。

以上、都市化現象について述べ允が、 しかし十分にその本質について把握 しているとは言い難

い。 しかし次に、このような都市化現象について、わが国ではいかなる対処の方法が講 じられて

いるかを考察すると、196G年 代の高度経済成長の影響に よつて、新全国総合開発計画が

1969年 に策定 された。その基本的 目標tik次の4点 にあるoそ れ敏、①自然の保護、②開発可

能性の全国への拡大齢よび均衡化を図ること、③各地域の特性に応 じた国土利用の再編成、④都

市、農村を通 じた環境整備、等であるoこ の4つ の指標 を達成するために林業、森林部門が担 う

課題は、①自然保護と森林資源保護のために現状程度の森林を確保すること、②昭和90年 に総

蓄積29億 ㎡、同69年 に木材供給量9千 万㎡を冒指す森林資源の計画的培養、③特定地域森林

大規模開発プロジエクト、④地方別総合開発の中で林道網の肇備、入工造林の推進等 を初めとす

る森林資源の開発、⑤森林の公益的機能の増進等が考えられているoこ れ らは全国的 な都布化現

象に対応するため登場 しkと いえるのであるc

都市化現象は、以上の 叢うな施策を生ぜ しめるに至つているが、特に都市近郊林業、森林に対

する影響 としては全 く相反 した性格をもつ ものである。その1つ は都市近郊林業、森林の存続を

不可能にする林業労働力の流出、林地癌格の高勝、林地以外への転用を促進している。これに反 し

て他の1つ は都宵化現象の進展が新たな都市問題 を生起 してas・b、その解決 を図る手段 として都

市近郊林業、森林のもつ公益性に注遇し期待を審せていることであるoこ こに都市近郊林業、森

林を研究する重要な意義が見いだされるo
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